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居
組
区
民
運
動
会
を
開
催 

 
 

 

１０
月
１４
日(

土)

、
前
日
ま
で
悪
天
候
で
グ
ラ
ウ 

ン
ド
の
状
態
は
悪
く
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
日 

は
少
し
土
を
入
れ
た
だ
け
で
、
天
候
も
良
く
な
り
、 

運
動
会
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

来
賓
に
岡
本
町
長
は
じ
め
浜
坂
西
小
小
林
校
長
先 

生
、
明
星
認
定
こ
ど
も
園
小
西
園
長
、
居
組
駐
在
所 

黒
石
氏
、
居
組
郵
便
局
長
牧
谷
氏
を
迎
え
、
９
時
３０ 

分
に
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

今
年
は
対
抗
競
技
の
人
数
を
変
更
し
、
樽
転
が
し

は
１５
名
を
１０
名
に
、
順
送
球
・
輪
投
げ
は
各
１５
名
、 

玉
入
れ
は
２５
名
を
２０
名
と
し
ま
し
た
。 

  

今
年
の
成
績
は
玉
入
れ
ま
で
終
わ
っ
て
、
本
川
町

１４
点
、
寺
往
還
町
１４
点
、
向
中
島
町
１２
点
で
、
最

終
競
技
の
東
西
対
抗
リ
レ
ー
で
優
勝
旗
の
行
方
が

決
ま
り
ま
す
。 

 

こ
の
競
技
は
東
西
そ
れ
ぞ
れ
２
組
ず
つ
の
４
チ

ー
ム
に
分
け
て
の
リ
レ
ー
で
す
。 

 

得
点
は
１
位
が
４
点
、
２
位
が
３
点
、
３
位
が
２

点
、
４
位
が
１
点
で
す
。 

 

そ
し
て
リ
レ
ー
の
結
果
は
、
東
チ
ー
ム
が
１
位
と

４
位
、
西
チ
ー
ム
が
２
位
と
３
位
で
し
た
。 

 

従
っ
て
、
東
の
向
中
島
町
、
本
川
町
に
５
点
ず
つ

入
り
、
西
の
浜
仲
町
、
寺
往
還
町
に
も
５
点
ず
つ
入

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

優
勝
を
競
っ
て
い
た
本
川
町
は
１９
点
と
な
り
、
ま

た
、
寺
往
還
町
も
１９
点
な
り
、
今
年
は
寺
往
還
町
・

本
川
町
が
共
に
総
合
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

東
西
対
抗
綱
引
き
は
東
チ
ー
ム
が
優
勝
で
す
。 

 

東
西
対
抗
リ
レ
ー
も
東
チ
ー
ム
が
優
勝
で
す
。 

 
 

 

運
動
会
実
施
に
あ
た
り
、
早
く
か
ら
準
備
に
取
組

み
、
各
団
体
は
競
技
の
内
容
を
考
え
た
り
、
婦
人
協

力
員
は
賞
品
の
選
定
、
数
量
な
ど
の
作
業
に
か
か

り
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
も
用
具
の
点
検
準
備
、
ラ
イ

ン
引
き
、
当
日
の
準
備
と
後
片
づ
け
に
協
力
頂
き
、

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 
 

  



 

 

 

☆ 

平
成
２９
年
度 

新
温
泉
町
文
化
祭
（
浜
坂
会
場
） 

  

作 

品 

展 
 

 

・
日 

程 

１０
月
３１
日
〔
火
〕 

１３
時
～
１９
時 

 
 

 
 

 
 

１１
月
１
日
〔
水
〕 

９
時
～
１９
時 

 
 

 
 

 
 

１１
月
２
日
〔
木
〕 

９
時
～
１３
時 

 

 

・
会 

場 

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
２
階
ホ
ー
ル 

  

ふ
れ
あ
い
お
茶
席 

 
 

・
日 

時 

１１
月
１
日
〔
水
〕 

９
時
～
１５
時 

 

・
場 

所 

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
１
階
会
議
室 

・
料 

金 

３
０
０
円 

  

盆 

栽 

展 

（
居
組
盆
栽
ク
ラ
ブ
） 

   
・
日 

時 

１１
月
３
日
〔
金
〕 

９
時
～
１７
時 

 

・
場 
所 

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
１
階
ロ
ビ
ー 

  

味
わ
い
コ
ー
ナ
ー 

 

（
く
ら
し
の
会
） 

  

・
日 

時 

１１
月
３
日
〔
金
〕 

１１
時
～
１３
時
３０
分 

 

・
場 

所 

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
１
階
会
議
室 

 

・
料 

金 

３
５
０
円 

  

舞 

台 

発 

表 
 
 

  

・
日 

時 

１１
月
３
日
〔
金
〕 

１０
時
～
１６
時 

 

・
会 

場 

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
２
階
ホ
ー
ル 

 

・
内 

容 

こ
ど
も
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
コ
ー
ラ
ス
・
舞
踊
・ 

 
 

 
 

 
 

傘
踊
り
・
銭
太
鼓
・
大
正
琴
・
太
極
拳
な
ど 

居
組
の
人
口
と
世
帯
数 

 
   

 
 

 
 

 
 

 

前
月
比 

 

前
年
比 

男 

子 

二
四
二
名
（ 

一
名
）
（ 

△
五
名
） 

女 

子 

三
〇
五
名
（ 

０
名
）
（ 

△
五
名
） 

合 

計 

五
四
七
名
（ 

一
名
）
（ 

△
十
名
） 

世
帯
数 

二
四
四
軒
（ 

０
軒
）
（ 

△
一
軒
） 

 
  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
△
は
減 

【
平
成
二
十
九
年 

十
月 

一
日
現
在
】 

☆
ゴ
ミ
の
分
別
区
分
と
収
集
日
の
一
部
変
更 

１０
月
１
日
よ
り
ゴ
ミ
の
分
別
区
分
と
収
集
日
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
。
「
ゴ
ミ
の
分
け
方
・
出
し
方
」
の
表
を
参
照
し
、 

正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う
。 

 

主
な
変
更
点 

 

「
ペ
ッ
ト
の
日
」
「
ビ
ン
類
の
日
」
＝
＝
火
曜
日 

 

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
び
ん
類
と
同
じ
「
火
曜
日
」
で
す
。 

 

中
身
を
出
し
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
乾
燥
。 

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に 

・
飲
食
用
品
の
入
っ
て
い
た
瓶
は
、
割
れ
た
も
の
も
対
象
。 

 

無
色
透
明
ビ
ン
・
茶
色
ビ
ン
・
有
色
ビ
ン
に
分
け
る
。 

・
コ
ッ
プ
、
化
粧
品
瓶
、
哺
乳
瓶
は
「
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類
」 

 

「
金
属
類
の
日
」
＝
＝
金
曜
日 

・
「
飲
料
缶
」
は
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
と
も
一
緒
に
。 

 

中
身
を
出
し
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
出
す
。 

・
「
そ
の
他
缶
」
は
飲
料
用
以
外
の
缶
で
す
。 

 

お
茶
、
缶
詰
、
菓
子
缶(

フ
タ
は
「
金
属
類
」)

一
斗
缶
、 

ス
プ
レ
ー
缶
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
（
穴
を
開
け
、
中
身
の
見 

え
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
す
。
） 

 

 
新
温
泉
町
文
化
協
会 

 

「
観
月
芸
能
の
つ
ど
い
」
を
開
催 

 
 

 

９
月
３０
日(
土)

、
新
温
泉
町
文
化
協
会
は
夢
ホ
ー
ル 

に
お
い
て
「
観
月
芸
能
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

  

来
賓
に
は
、
岡
本
町
長
は
じ
め
教
育
長
、
香
美
町
各

文
化
協
会
の
会
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
賛
助

会
員
様
、
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
町
民
の
皆
様
、
約
２

３
０
名
の
方
た
ち
に
お
越
し
頂
き
、
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
「
久
谷
ざ
ん
ざ
か
踊
り
」
の
保
存

会
の
皆
様
に
ご
理
解
を
頂
き
、
舞
台
で
披
露
し
て
頂
き

ま
し
た
。
町
内
各
地
区
に
伝
統
民
族
芸
能
が
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
町
内
の
方
で
も
見
た
こ
と
が
な
い
と
い

う
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。 

 

文
化
協
会
は
可
能
な
限
り
そ
れ
ら
の
民
俗
芸
能
を
披

露
す
る
機
会
を
捉
え
、
皆
様
に
見
て
、
知
っ
て
頂
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

「
久
谷
ざ
ん
ざ
か
踊
り
」
は
兵
庫
県
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

踊
り
手
は
、
縞
絣
の
単
衣
に
一
文
字
笠
を
か
ぶ
り
、

腰
に
平
太
鼓
つ
け
て
踊
り
ま
す
。
片
膝
を
つ
き
、
も
う

一
方
の
脚
を
横
前
に
長
く
出
し
、
上
半
身
を
倒
す
仕
種

な
ど
、
緩
や
か
な
調
子
は
奥
ゆ
か
し
く
伝
統
の
重
み
を

感
じ
る
踊
り
で
し
た
。 

  

会
場
で
は
、
お
茶
席
で
お
抹
茶
を
頂
き
、
謡
曲
高
砂

の
舞
囃
子
、
舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、
銭
太
鼓
、
傘
踊
り
、

詩
吟
、
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、
短
歌
、
俳
句
、
大
正
琴
な

ど
観
賞
し
な
が
ら
、
交
流
と
親
睦
を
図
り
秋
の
ひ
と
時

を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。 

  


